
報広 №283

10月１日現在の人口●男1,713人●女1,757人●計3,470人（前月比－1）●転入15●転出16●出生1●死亡1●世帯数1,091（前月比1）

平成17年10月10日

月号

村の農産物を豊富に取りそろえた「北塩原村物産展」を９月26日、27日の２日間、杉並区役所前におい
て開催し、新鮮な農産物約20ｔを販売。お目当ての農産物をいっぱいに抱えた区民の皆さんでにぎわいま
した。
本物産展は、村の主要産業である農業の振興と豊富な農産物の販売、及び観光のＰＲを目的に、村の「ま
るごと保養地協定」交流推進実行委員会（会長・吉川一三商工会長）主催で開催。開会の１時間も前から
多くの区民の皆さんが会場に詰め掛ける盛況ぶりで、本物産展の責任者として村職員（２人）、村商工会
（15人）のスタッフが対応。観光ＰＲのために裏磐梯観光協会（７人）の他、まるごと保養地協定施設関係
者が自主的に参加し、個人施設や村の観光ＰＲを懸命に行いました。
会津米コシヒカリなどで盛況をみせた農産物販売コーナー以外に

も商工会が産品開発した特産品の試食コーナーや「裏磐梯の湧水」
の試飲の場を設け、来場者は素朴で味わいのある産品の数々に舌鼓
を打っていました。

～新鮮農産物を目当てに大勢の区民が来場～

※本物産展が好評であったため杉並区より、
10月16日に行われるイベントへの参加依
頼を受けました。秋の繁忙期のため、約
４ｔの農産物を持って職員で対応してき
ます！



広報きたしおばら ②

平
成
16
年
度
の
決
算
は
、
９
月
議

会
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
で
は
平
成
16
年
度
に
お
い
て

行
財
政
改
革
を
よ
り
一
層
推
進
し
、

ま
た
経
費
節
減
を
徹
底
し
て
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
た
結
果
、
一
般
会

計
で
１
億
２，

３
７
６
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
村
が

自
立
の
道
を
歩
ん
で
い
く
中
で
、
よ

り
良
い
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
年

度
末
に
は
、
財
政
調
整
基
金
（
将
来

の
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め

の
積
立
金
）
へ
２
億
６，

８
３
０
万

円
を
積
立
て
、
実
質
約
３
億
９
、
２

０
６
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。

★
村
税
は
、
７
億
２，

０
８
３
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
20
・
７
％
を
占

め
ま
し
た
。
前
年
度
決
算
額
に
比

べ
て
20
・
８
％
の
大
幅
増
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
徴
収
強
化

月
間
を
設
け
る
な
ど
税
収
確
保
に

努
め
た
こ
と
や
、
破
産
し
て
い
た

裏
磐
梯
の
大
型
ホ
テ
ル
が
再
オ
ー

プ
ン
し
破
産
管
財
人
よ
り
配
当
金

が
あ
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
地
方
交
付
税
は
、
国
か
ら
一
定
の

割
合
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

15
億
１，

９
３
４
万
円
で
、
歳
入

全
体
の
43
・
６
％
を
占
め
、
前
年

度
決
算
額
に
比
べ
て
１
・
７
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

★
国
庫
及
び
県
支
出
金
（
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
な
ど
）
は
、
あ
わ
せ

て
２
億
５，

１
５
３
万
円
と
な
り
、

前
年
度
決
算
額
に
比
べ
て
20
・

０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

★
村
債
は
、
５
億
１，

５
４
０
万
円

で
、
歳
入
全
体
の
14
・
８
％
を
占

め
、
前
年
度
決
算
額
に
比
べ
７
・

７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
過
疎

債
（
返
済
の
際
、
国
か
ら
70
％
補

て
ん
さ
れ
ま
す
）
や
辺
地
債
（
返

済
の
際
、
国
か
ら
80
％
補
て
ん
さ

れ
ま
す
）
な
ど
有
利
な
起
債
を
計

画
的
に
活
用
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
実
質

三
億
九
、二
百
六
万
円
の
黒
字
決
算

歳
入

総 額 52億1,775万円
一般会計 33億5,765万円
特別会計 18億6,010万円

歳 入
（一般会計）

総　額

34億8,141万円

村税
７億2,083万円
（20.7％）

繰越金
１億4,311万円
（4.1％）

繰入金繰
5,5365 万円
（1.6％）
その他そ
１億7,187万円
（4.9％）

地方交付税
15億1,934万円
（43.7％）

国庫支出金
１億3,243万円
（3.8％）

県支出金
１億1,910万円
（3.4％）

村債
５億1,540万円
（14.8％）

その他
１億0,397万円
（3.0％）

源源主財源主財源自主財源自主財源自主自主 源源財財源源主主 源源財財財財源源源源主主 源源源源源源自自 財財財財源源自自自自主主財源財源自自 源源源源主主 源源源源源源自自 財財財財源源財財自自 源源自自自主財源

1.31.331.331.331313333 3333 333333 333331.333％％％％％％％％％％％

依依依存財依存財依存財源依存財源財源財源存存依依 財源財源存存財財依依依依依依 源源源源依存依存依依 財財依依 源源依存依存存財源存財源存存存存依依依依存存依依依依 財財存存存財存財源源存存 源源財財財源財源財財依依 源源存存依存財源

6668.768.768.768.7686888 777768.7777％％％％％％％％％

平成16年度

一般会計 ３億９,２０６万円の黒字
三
四
億
八
、
一
四
一
万
円



総　額

33億3 5,765万円

普通建設事業費
４億9,132万円
（14.6％）

災害復旧事業費費
6,146万円
（1.8％）

人件費人件
億５億7,605万円
（ 7.217 ％）

公債費
７億5,619万円
（22.5％）

扶助費
6,009万円
（1.8％）

物件費
３億1,442万円
（9.4％）

維持補修費
5,509万円
（1.6％）

補助費等
３億5,058万円
（10.5％）

その他
３億0601万円
（9.1％）

繰出金
３億8,644万円
（11.5％）

的経費的経費資的経資的経投資投資 経経経費経費費費費費費費投資投資投投 的的的的投資的投資的投投投投投投 経経的的投投 経経的的投資的投資的経経経費経費資的経費資的経費投資投資的経費的経費投資的投資的的経費的経費費費経経費費投投 経経投資投資的的資資的経的経経経資資資的経資的経資資 費費経経資資 費費経経投資投資的経的経費費資資的経的経投資的経費
6.56.516.516.516166.56.56.56.511 5516.5555％％％％％％％％％％％

的的務的務的義務義務義義務務務務義義義義 的的務務務務務務務務務務義務義務義義務務義義義義 的的義義義務義務義義 的的義義務務義義義義務務務的務的務務的的務的務的義務義務義義務務的的的的的的務務義義務務的的義義務務義義 的的務務義義 的的義義義務的
費費経費経費経経経費経費経経費費経経経経経経経経経経経経経経経費経費経経費費経費経費経費経費経経経経費費費費経経費費経費

1.51.541.541.54141 5541.541.5444444 5544 5541.5555％％％％％％％％％

一一一般一般般的般的的的一般一般的的般般般般般般般的般的般般般般的的一一一一一般一般般的般的的的般的般的的的般般的的的的般般的的般的般的般般般般般般的的的的般般一般的
経経経費経費費費経費経費費費経経費費費費経経経経経経経経経経費費経経経経経経経経経経費費費費経経費費経経費費費費経経経経経経経経費費経費

3330.630.6663330.630.60.60.666663330303333 666633 6630.6666％％％％％％％％％％％％％

③ 広報きたしおばら

歳
出

各 特 別 会 計 の 決 算　額

会　　　計　　　名 内 容 歳 入
（一般会計からの繰入金） 歳 出

国 民 健 康 保 険
事 業 費 特 別 会 計

医者にかかったときの医療費の一部を
援助するための会計

３億５，６７３万円）
（３，０７１万円） ３億２，８５９万円

水道を安全で安定的に使用してもらう
ための会計

９，３４９万円）
（７５０万円） ９，２７６万円

桧原、裏磐梯地区の診療所の運営のた
めの会計

１，２２０万円）
（５８４万円） １，２２０万円

お年寄りの医療費の一部を援助するた
めの会計

５億４，８１８万円）
（３，９２２万円） ５億４，７３９万円

北山、大塩、裏磐梯の下水道整備、維
持管理のための会計

６億５，６４８万円）
（２億１，７３８万円） ６億５，４５４万円

小野川地区の下水道維持管理のための
会計

５７４万円）
（５０７万円） ５５４万円

早稲沢、金山、桧原地区下水道整備、
維持管理のための会計

５，７４０万円）
（５，１３３万円） ５，６７８万円

１億６，５９３万円）
（２，６８４万円） １億６，２３０万円介護の必要となった方を対象に介護サ

ービスの給付を行うための会計

１８億９，６１５万円）
（３億８，３８９万円） １８億６，０１０万円

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計
診 療 事 業 費
特 別 会 計
老 人 保 健
特 別 会 計
特定環境保全下水道
特 別 会 計
簡易排水施設事業
特 別 会 計
農業集落排水事業
特 別 会 計
介 護 保 険 事 業
特 別 会 計

合 計

歳 出
（一般会計）

★
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を
あ

わ
せ
て
義
務
的
経
費
と
い
い
ま
す

が
、
歳
出
全
体
の
41
・
５
％
を
占

め
ま
し
た
。
人
件
費
の
削
減
に
よ

り
前
年
度
に
比
べ
３
・
３
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

★
物
件
費
や
維
持
補
修
費
、
補
助
費
、

積
立
金
な
ど
を
一
般
的
経
費
と
い

い
ま
す
が
、
歳
出
全
体
の
30
・

６
％
を
占
め
ま
し
た
。
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
金
が
大
き
く
増
加

し
た
た
め
、
前
年
度
に
比
べ
15
・

９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

★
普
通
建
設
事
業
費
と
災
害
復
旧
事

業
費
を
あ
わ
せ
て
投
資
的
経
費
と

い
い
ま
す
が
、
歳
出
全
体
の
16
・

５
％
を
占
め
ま
し
た
。
大
規
模
事

業
の
終
了
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ

19
・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

事
業
の
重
点
選
別
を
行
い
、
裏
磐

梯
診
療
所
を
は
じ
め
、
村
道
や
消

防
施
設
、
除
雪
機
械
購
入
な
ど
、

快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
の
事
業

に
力
を
入
れ
た
ほ
か
、
桧
原
湖
周

遊
レ
ト
ロ
バ
ス
の
整
備
な
ど
観
光

の
魅
力
発
信
に
つ
な
が
る
事
業
も

実
施
し
ま
し
た
。

★
そ
の
他
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

事
業
や
東
京
都
杉
並
区
と
の
保
養

地
交
流
事
業
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
と
の
国
際
交
流
事
業
な
ど
村
の

将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
ソ
フ
ト

事
業
に
も
力
を
入
れ
、
村
第
三
次

総
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
計
画
的

に
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

歳
出

三
三
億
五
、
七
六
五
万
円



広報きたしおばら ④

・桜の里維持管理事業 478万円

・冬期エコツアー巡視事業 344万円

・裏磐梯観光協会補助金 1,092万円

・桜峠さくらまつり事業補助金 100万円

・エコツーリズム推進事業補助金 250万円

・磐梯高原広域サイン推進事業（案内板整備） 504万円

・北塩原村商工会補助金 430万円

・中小企業融資利子補給事業 86万円

・中小企業振興資金融資制度預託金 1,000万円

・磐梯山情報被害救済資金 2,000万円

・村道剣ヶ峯・狐鷹森線整備事業 3,000万円

・村道北山・大塩線整備事業 3,917万円

・村道大塩・桧原線整備事業 1,831万円

・除雪機械購入事業 3,440万円

・除雪対策経費 4,324万円

・公営住宅整備事業 4,398万円

・喜多方地方広域市町村圏組合常備消防費負担金 7,753万円

・大塩消防屯所整備事業 1,362万円

・防災行政無線維持管理事業 375万円

・消防施設等維持管理事業 401万円

・沖縄県東村といわき市との交流事業 197万円

・複式学級対策事業 360万円

・鼓笛隊楽器更新事業 51万円

・遠距離通学・通園費補助事業 846万円

・総合学習学校運営交付金事業 166万円　

・中学校体育連盟競技大会参加事業 48万円

・外国青年招致事業 565万円

・地すべり災害復旧事業（蘭峠） 4,177万円

・河川災害復旧事業（吾妻川） 315万円

・道路災害復旧事業（大塩・柳沢線） 67万円

・農業用施設災害復旧事業（早稲沢） 703万円

・農地災害復旧事業（土合道、下ノ沢、二ノ沢） 460万円

から主な事業を紹介します

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

▲消防団による分列行進

▲エコツーリズム推進事業　第１回エコツーフェスタ

▲地すべり災害復旧事業で整備された蘭峠

▲公営住宅整備事業



⑤ 広報きたしおばら

総務費

民生費

・ニュージーランドタウポ市ツランギ地区との交流事業 357万円

・合併50周年記念褒章授与式・総合竣工式経費 758万円

・生きがい学習施設整備事業 3,007万円

・裏磐梯合同庁舎整備事業（16年度事業分） 6,962万円

・裏磐梯診療所整備事業（16年度事業分） 5,505万円

・東京都杉並区民保養地交流事業 361万円

・桧原湖周遊レトロバス運行事業 988万円

・生活路線バス維持対策事業 2,595万円

・村社会福祉協議会運営事業 1,555万円

・在宅介護支援センター運営事業 1,065万円

・高齢社会対策推進事業

（高齢者の福祉増進、生きがい対策） 101万円

・高齢者生活支援事業

（デイサービスセンター運営管理） 250万円

・老人福祉施設整備事業

（老人ホーム、グループホーム） 480万円

・生活支援ハウス運営事業 845万円

・敬老会等経費 574万円

・重度心身障害者医療費助成事業 1,341万円

・知的障害者更生・授産施設入所支援事業 1,131万円

・児童手当助成事業 1,688万円

衛生費
・乳幼児医療費助成事業 280万円

・保健事業（各種検診、人間ドック、予防接種） 993万円

・地域保健推進特別事業

（塩川町・熱塩加納村・当村連携事業、口腔衛生、禁煙対策） 483万円

・合併浄化槽設置整備事業（補助金） 238万円

・ごみ対策費（ごみ・資源物収集処理） 4,986万円

・放置廃棄物撤去事業 237万円

・地域環境美化推進事業（補助金） 79万円

農林水産業費
・稲作病害虫防除事業（空中散布、地上防除） 178万円

・主要農作物優良種苗購入事業

（水稲、アスパラほか） 56万円

・中山間地域等直接支払事業 1,929万円

・農家育成集荷事業 192万円

・中山間地域振興基金積立金 600万円

・土地改良総合整備事業（北山地区） 2,561万円

・ため池等整備事業（大久保地区） 221万円

・農道整備事業（北山、大塩、関屋、樟地区） 1,826万円

・森林病害虫防除事業（松くい虫駆除等） 203万円

平成16年度一般会計決算か

▲桧原湖周遊レトロバス運行事業

▲地域保健推進特別事業（歯
は

っぴーde
で

美
び

ューティー）
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今
、
村
商
工
会
で
は
、
地
域
お
こ

し
を
目
的
と
し
て
地
域
特
産
品
開
発

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

特
産
品
の
開
発
に
あ
た
っ
て
、
高
橋

村
長
を
始
め
村
内
関
係
者
や
報
道
関

係
者
に
試
作
品
を
評
価
し
て
も
ら
お

う
と
、
９
月
25
日
、
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐

梯
に
お
い
て
、
23
品
目
に
も
及
ぶ
試

作
品
が
並
び
、
特
産
品
試
食
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
商
工
会
で
は
、
地
域
お
こ
し
を

目
的
に
地
域
の
食
材
、
物
、
人
づ
く

り
の
た
め
本
事
業
を
推
進
。
商
工
会

の
吉
川
会
長
が
本
事
業
に
お
け
る
動

向
に
つ
い
て
あ
い
さ
つ
を
し
、
高
橋

村
長
、
鈴
木
村
議
会
議
長
が
来
賓
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
村
興
し

の
第
一
人
者
で
あ
り
、
現
在
村
内
の

生
ご
み
肥
料
化
の
研
究
に
携
わ
っ
て

い
る
福
島
大
学
の
奥
山
教
授
も
出
席

さ
れ
、「
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
者

だ
け
が
納
得
す
る
の
で
な
く
、
地
域

の
方
も
納
得
し
、
み
ん
な
が
競
い
合

っ
て
食
す
る
よ
う
な
特
産
品
を
開
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
さ
ら
に
特
産
品
を
開
発
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い

て
い
る
風
土
＆
フ
ー
ド
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
関
田
先
生
は
「
評
価
の
高
か
っ

た
も
の
か
ら
商
品
化
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
村
の
発
展
に
繋
が
る
試
作

品
に
対
し
、
出
席
者
は
味
や
見
た
目
、

将
来
性
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

た
。今

回
の
試
作
品
が
村
の
特
産
品
と

な
れ
ば
、
今
以
上
に
村
の
Ｐ
Ｒ
や
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
奥
山
教
授

が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
が

納
得
で
き
る
特
産
品
を
開
発
し
た
い

と
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
！

特
産
品
と
し
て
23
品
目
登
場

▲地域特産試作品を試食する出席者

裏
磐
梯
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
「
裏
磐
梯
エ
コ

ー
ツ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
は
９
月
30
日
、

10
月
１
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
、
延
べ
７
０
０
人
以
上
の
参
加
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
裏
磐
梯
の
郷
土
食
、
文

化
を
紹
介
す
る
魅
力
発
信
交
流
会
や

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
展
開
。
自
然
環
境
を
守
り
つ

つ
観
光
に
生
か
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
通
じ
た
裏
磐
梯
の
地
域
づ
く
り
を

探
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、

静
岡
県
の
「
ホ
ー
ル

ア
ー
ス
自
然
学
校
」

代
表
の
広
瀬
敏
通
氏

が
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
し
て
の
生
き
方
」

を
提
言
。
誇
れ
る
地

域
づ
く
り
へ
行
政
任

せ
で
は
な
く
、
環
境

保
全
や
人
づ
く
り
を

自
ら
実
践
し

て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を

強
調
し
て
共

感
を
集
め
ま

し
た
。

基
調
講
演

に
先
立
ち
、

沖
縄
県
出
身

の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
普
天
間

か
お
り
さ
ん

に
「
裏
磐
梯
観
光
大
使
」
を
委
嘱
。

普
天
間
さ
ん
は
、「
裏
磐
梯
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
、
昨

年
に
引
き
続
き
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

披
露
し
会
場
は
温
か
い
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
進

地
で
あ
る
西
表
島
か
ら
、
島
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
牽
引
さ
れ
る
石
垣
金

星
氏
、
世
界
的
な
染
織
作
家
の
石
垣

昭
子
さ
ん
、
若
き
担
い
手
の
星
光
氏

に
よ
っ
て
、
伝
統
楽
器
「
三
線
」
で

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
地

域
文
化
の
誇
り
、
伝
統
を
披
露
し
ま

し
た
。

２
日
目
は
北
塩
原
村
各
地
で
多
彩

な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
「
森
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
桧
原
湖
で
の
カ
ヌ
ー
や
探
勝
路

の
ガ
イ
ド
付
き
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
郷

土
食
「
や
せ
う
ま
」
作
り
な
ど
７
つ

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約

２
０
０
人
は
裏
磐
梯
の
雄
大
な
自
然

と
伝
統
文
化
の
魅
力
を
一
歩
深
く
体

験
で
き
ま
し
た
。

「
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
小
雨

の
中
約
４
０
０
人
が
集
ま
り
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
白
井
貴
子

さ
ん
が
、
自
然
の
貴
重
さ
や
環
境
の

大
切
さ
を
訴
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の

強
い
曲
を
次
々
と
披
露
し
観
客
を
魅

了
。
聴
衆
と
一
体
と
な
っ
て
パ
ワ
フ

ル
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
繰
り
広
げ
、
裏

磐
梯
の
魅
力
を
発
信
す
る
祭
典
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

▲西表島の伝統を表現。場内は大きな感動
に包まれました。

▲高橋村長から普天間かおりさんに
「裏磐梯観光大使」を委嘱した様子。
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９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10
日

間
、「
暗
闇
の
　
命
が
光
る
　
反
射

材
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
平
成
17
年

度
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
９

月
29
日
（
木
）
に
は
、
北
山
小
学
校

児
童
72
人
と
交
通
安
全
協
会
北
山
分

会
、
北
山
交
通
安
全
母
の
会
、
村
交

通
対
策
協
議
会
な
ど
約
90
人
の
参
加

に
よ
る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
大

塩
駐
在
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
先

頭
に
役
場
を
出
発
、
行
進
曲
を
演
奏

し
な
が
ら
北
山
地
区
を
巡
り
、
沿
道

に
集
ま
っ
た
住
民
に
「
無
事
故
・
無

違
反
の
、
安
心
安
全
な
、
住
み
良
い

北
塩
原
村
に
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

交通安全・無事故呼び掛け

▲とても楽しく過ごせました ▲名物やせうま作り＆試食

▲新しいユニフォームで、力強い演奏をする北山小学校鼓笛隊の子どもたち
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９月３日、デイサービスセンター
西側広場においてグラウンドゴルフ
交流会＆おやつ作りが行われました。
午前中は、村老人クラブ連合会

（60人）とチャレンジスクール参加
者（37人）がグラウンドゴルフをと
おして、世代間交流を行いました。
お昼には、老人クラブの方が作って
くれたおいしいとん汁をいただき、子どもたちの笑顔がとても
うれしそうでした。
午後は、おやつの《フルーツ豆腐白玉》作り。村食生活改善

推進委員の方々に教えていただき、子どもたちは粉で真っ白に
なりながらだんごを丸めてい
ました。一生懸命作ったおや
つを、おじいちゃんやおばあ
ちゃんとおいしく食べながら、
さらに交流することができま
した。

９月１日、２日の２日間にわたり、公
民館において陶芸教室が行われ、23人が
参加しました。
講師の前後喜平さん（樟）の指導のも

と、各自粘土の色や作る形を決め制作に
入りました。
最初は悪戦苦闘していましたが、慣れ

てくるとひとり３点から５点の作品を仕
上げることができました。参加者はでき
あがりがとても楽しみとのこと。
この作品は、各地区の文化祭に展示し

ますので、ぜひごらんください。

先
生
が
指
導
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
ボ
ー
ル
を
見
て
…

よーくまぜてくださいネ！

北塩原村防犯協会裏磐梯支部

入 賞 者 発 表 (家庭教育推進事業･孫育て講座)

北塩原村防犯協会裏磐梯支部で募集しました「ハート
フルうつくしまポスターコンクール」は、裏磐梯小学
校・中学校から合わせ
て22点の応募がありま
した。
９月６日に審査会が
行われ、優秀な作品が
多い中から下記のとお
り入賞者が決定しまし
た。

☆中学校の部
最優秀
狩野　春香（１年）
優　秀
吉村　　海（１年）
伊関はるひ（３年）
入　選
台野　　駿（２年）
伊藤　未来（３年）
小椋　由香（３年）

☆小学校の部
最優秀
小椋　達也（２年）
優　秀
栗城　美穂（４年）
鈴木　　楓（６年）
入 選
遠藤　千佳（５年）
黒澤　春世（６年）
榎本真奈美（６年）

左
か
ら
小
椋
達
也
く
ん
、
狩
野
春
香
さ
ん

９月13日裏磐梯幼稚園、16日北山幼稚園の各園にお
いて行われた祖父母参観に合わせ、公民館と幼稚園共催
で家庭教育推進事業・孫育て講座『ふしぎなお魚作り』
を開催しました。
講師太田富士雄さん（喜多方市）の指導のもと、子ど

もたちは、おじいちゃんやおばあちゃんと一緒にペット
ボトルやお魚の形をしたしょうゆ差しなどを使っておも
ちゃ作りに挑戦しました。
ペットボトルを握ったり離したりすることで、自由自

在に浮き沈みさせることができる不思議なお魚に子ども
たちは大喜び！その様子を見ていたおじいちゃん、おば
ちゃんも本当に嬉しそうでした。

▲細かい部分もせっせと作業
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☆材料　
マフィンカップ（小）約20個分
にんじん（中）……………１本
バター……………………100ｇ
グラニュー糖……………150ｇ
卵（大）……………………２個
薄力粉……………………200ｇ
ベーキングパウダー…小さじ２
牛乳……………………100ｃｃ

薄力粉、ベーキングパ
ウダーは合わせてふる
っておきます。

point1
point2

point3

☆バターは事前に室温に
戻しておきましょう。
☆にんじんの苦手なお子
さんにもおすすめのお
やつです。胡麻やクル
ミなどを混ぜてもおい
しいですよ！
☆マフィンカップの替わ
りに、アルミカップな
どでも良いでしょう。

にんじんは皮をむいて
すりおろします。

ボウルにバターを入れ
てクリーム状になるま
で練り、砂糖を２回に
わけて加えて白っぽく
なるまでよく混ぜます。

のボウルに、
の粉と牛乳を３回
にわけて加えて混
ぜます。最後の１
回はゴムベラでさ
っくりと混ぜます。

のボウルに の
おろしたにんじん
を混ぜ合わせます。

マフィンカップに
を７～８分目ま

で注ぎ、180度に
熱したオーブンで
20分くらい焼きま
す。

卵を溶き、 のボ
ウルに２回にわけ
て加え、よく混ぜ
ます。

今年も「ながいきくらぶ」の季節がやってきました。
あったか－い温泉に入って、体も心もリフレッシュ。
一緒に健康づくりしてみませんか？
○場　所 ラビスパ裏磐梯
○時　間 １０時３０分～１４時
○持ち物 入館料１００円、タオル

お弁当代５００円（希望者のみ）
【ながいきくらぶ（高齢者健康教室）日程及び内容】

日　　程

11月18日（金）
12月16日（金）

10月31日（月）

内　　容
運動で骨を強くしよう！
～骨粗しょう症予防のための体操～
家庭でできる簡単ツボ押しで病気知らず
美容と健康　～上手な温泉の入り方～

予防接種法施行令の改正により、平成18年４月１日
より麻しん風しんの対象者と接種方法が変更になり
ます。
＜変更後＞
○ワクチン「ＭＲ（麻しん・風しん）混合ワクチ

ンで２回接種」になります。
○対象者
第１期　生後12ヶ月から生後24ヶ月までの者
第２期　５歳以上７歳未満の者で小学校就学前の１年間
※対象者の変更により、来年度は該当しない場合があ
りますので、１歳～７歳６ヶ月未満の方でまだ接種
が済んでいない方は、平成17年度中に麻しんと風し
んの予防接種を受けることをおすすめします。

雄
国
山
麓
土
地
改
良
区
理
事
の
任
期
満

了
に
よ
る
改
選
に
伴
い
、
同
改
良
区
推
薦

に
よ
る
村
農
業
委
員
会
委
員
に
猪
俣
務
氏

（
関
屋
）
が
推
薦
さ
れ
、
９
月
20
日
付
け

で
、
同
氏
を
村
農
業
委
員
会
委
員
に
選
任

し
ま
し
た
。
活
躍
を
ご
期
待
し
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
前
上
野
光
茂
氏
の
残
任

期
間
で
す
。

新
農
業
委
員
会
委
員
に

猪
俣
　
務
氏
を
選
任

９
月
教
育
委
員
会
定
例
会
に

お
い
て
、
教
育
委
員
長
に
小
椋

隆
子
氏
（
早
稲
沢
）、
同
職
務

代
理
者
に
藤
田
基
吉
氏
（
大
塩
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

と
も
に
再
任
で
、
任
期
は
10

月
１
日
か
ら
１
年
で
す
。

教
育
委
員
長
に

小
椋
　
隆
子
氏

教
育
委
員
長

職
務
代
理
者
に

藤
田
　
基
吉
氏

を
再
任

北山小の６年生17人は、総合学習の一環として村内を
流れる三ノ森川で水生生物調査を行いました。
講師に「阿賀川・川の達人の会」の方を招きました。

子どもたちが積極的に講師の方に質問する姿や、普段目
にしている川にたくさんの生物がいることに驚いたりす
る生き生きとした姿を見ることができ、川の素晴らしさ
を肌で感じ
て い た 様
子。子ども
たちからは
「川を守っ
て い こ
う！」とい
う声も聞く
ことができ
ました。

北山小学校



左
記
の
と
お
り
講
座
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
10
月
の
講
義
予
定
（
各
回
有
料
）

■
保
全
学
講
座

・
日
時

10
月
19
日
（
水
）

10
時
〜
15
時

・
内
容
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
実
践

・
場
所
　
雄
国
沼

（
集
合
場
所：

村
役
場
本
庁
前
）

■
裏
磐
梯
学
講
座

・
日
時

10
月
20
日
（
木
）

13
時
〜
17
時

・
内
容
　
噴
火
後
の
歴
史
・
湖
と
電

力
開
発
史

・
場
所
　
休
暇
村
多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

観
光
政
策
課
　

32
・
２
５
１
１

広報きたしおばら ⑩

電話による年金相談専門の「福島年金電話相談センタ
ー」を設置しました。社会保険庁の機関ですので、お気
軽にご利用ください。

また、各社会保険事務所に年金相談専用の電話を設置
しました。

◎相談内容
◆国民年金・厚生年金に関する期間照会、受給手続など
◆各種届出用紙の送付依頼
◆年金見込額の相談
※ご利用に関しては、本人かどうかを確認させていた
だきますので、年金手帳などを準備願います。

◎相談時間
８：30～17：00
月～金（祝日・年末年始を除く）

10月11日(火)～10月20日(木)

地域の安全は玄関の灯りから
～みんなですすめる　一戸一灯運動～

北塩原村防犯協会

電話によるご相談は？ ０２４-５２６-１１６５
いいろうご

●会津若松社会保険事務所 ０２４２-３６-１１６５

10月17日（月）～23日（日）の一週間は「秋
の行政相談週間」です。
役所（国・県・市町村）や公団・公庫・ＮＴＴ

などの仕事に関して、苦情や困っていること、心
配なこと、分からないことなどお気軽にご相談く
ださい。
なお、秋の行政相談週間中なので、特設相談所

が開設され、県政相談員の方も相談に応じますの
でお気軽にどうぞ！
相談は無料で秘密は厳守されます。

平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら
平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

営
業
時
間
が
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。

■
営
業
時
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
定
休
日

毎
週
火
曜
日
（
祝
祭
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
と
し
ま
す
。）

桧
原

ふ
れ
あ
い
温
泉

「
湖
望
」
の
営
業
時
間

が
変
わ
り
ま
す
。

■日時・場所
・定例・特設相談　
10月25日（火）
10時～15時
大塩活性化センター和室
33-2406

■行政相談委員
遠藤　聖一郎
北塩原村大字北山字
村ノ内4122
24-3676 ■ご予約・問い合わせ先

裏磐梯猫魔ホテル予約センター　 ３７-１２３４

◎往路 東京駅八重洲口→南越谷駅東口→猫魔ホテル
8:00 9:00 13:00

◎復路 猫魔ホテル→南越谷駅東口→東京駅八重洲口
14:30 18:30 19:30

村では自立に向けて、行財政改革による経費削減や
定住人口の増加のため、村職員自ら次のことを実施し
ていきます。
１．村内に住宅を有しながら、他市町村の賃貸住宅に

居住する場合は、住宅手当及び通勤手当の請求を
辞退していきます。

２．現在、他市町村の賃貸住宅に居住している場合に
は、早期に村内へ移住するよう努めます。村は、
移住のための住宅確保に努力します。
今後も村の自立のため、一生懸命に取り組んでまい

りますので、村民の皆様のご理解をお願いします。

北北塩塩原原村村～～自自立立にに向向けけててのの取取りり組組みみ～～

※毎日運行

■
日
　
時

平
成
18
年
１
月
31
日
（
火
）

９
時
30
分

■
実
施
場
所

郡
山
市
中
央
公
民
館

■
受
験
料

５
０
０
０
円

■
申
込
み
締
切
日

平
成
17
年
10
月
31
日
（
月
）
必
着

■
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド

連
絡
協
議
会
事
務
局
　

０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
８
６
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今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

10
月
25
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

大
塩
活
性
化
セ
ン
タ
ー33

・
２
４
０
６

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

村
県
民
税

３
期
分

固
定
資
産
税

３
期
分

上
下
水
道
使
用
料

９
月
分

国
民
年
金

10
月
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
！

高
橋
　
　
禅ぜ

ん

東

大
塩
下
区

（
男
・

）

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
性
別
・
保
護
者
名
・

地
区
名

平
成
17
年
９
月
１
日
〜

９
月
30
日
ま
で
届
出
分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

目
　
　
　
孝
（
幸
喜
・
父
）
桧
　
原

北
山
　
　
佐
藤
裕
子

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

剣
ケ
峯
　
齋
藤
ト
シ
子

下
川
前
　
星
　
保
美
子

北
山
　
　
武
藤
敏
子

下
川
前
　
星
　
ミ
サ
子

曽
原
　
　
和
田
　
　

下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

北
山
　
　
吉
川
一
子

大
塩
　
　
鈴
木
貞
子

羽
入
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
由
江

内
海
怜
子

千
葉
達
子

中
川
意
子

■問い合わせ先
南東北裏磐梯診療所　 32－２００９

住民ふれあい課　武藤　雄子

当院では、南東北病院でのＣＴ、Ｍ
ＲＩ、胃透視の予約ができます。診察
の結果、検査が必要となった患者様は、
その場で予約可能です。当院へお申し
出ください。

i n f o r m a t i o ni n f o r m a t i o n

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！

（
目
　
　
信
一
（
北
山
二
区
）

赤
沼
　
里
菜
（
葛
尾
村
）

（
星
　
　
俊
雄
（
北
山
三
区
）

遠
藤
　
美
和
（
熱
塩
加
納
村
）

休日当番医

三浦産婦人科医院… 2 2 - 0 2 9 3

星 医 院 … … … 2 2 - 0 0 0 5

みつはし医院……… 2 1 - 1 3 1 1
山田産婦人科医院… 2 2 - 6 3 0 0
ゆうゆうクリニック… 2 2 - 2 1 1 1

第二次救急当番医

県立喜多方病院…… 2 2 - 2 1 8 1
小 野 病 院………… 2 2 - 0 4 1 4
鳴瀬病院…………… 2 4 - 3 3 3 3
有隣病院…………… 2 4 - 5 0 2 1
佐原病院…………… 2 2 - 5 3 2 1

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。
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「いらっしゃいませ～！」
今日も民宿えんどう（早稲沢）からは、元気な声が聞こえてきま
す！中国ハルピン市から日本へ嫁ついできた小椋美栄さんのお出迎
えです。
今年から民宿で働くようになった美栄さんに日本への印象は？と
聞くと『皆さんやさしい！うれしい！とても満足している！』と繰
り返し話されていました。日本へ来る前は、言葉も知らない、習慣
が違う、誰も知らない…など、たくさんの不安があったようです。
それが、交流を深めていくうちに、少しずつ解消され、いつの間に
か『楽しさ』に変化したと言います。「言葉を憶えることも、習慣
を知ることも、人とふれあうことも全部楽しい！」と美栄さん。金
山婦人会の方とのカラオケや旅行を通じての交流、仕事をしながら
日本の料理や畳の座り方などの習慣を習得、毎日深夜に及ぶ日本語の勉強…。とても勉強熱心で、中には普
通の日本人が知らないようなことわざまで覚えているようです！（民宿えんどう光子さん談）

“人情や気持ちはみんな同じ”。「国や習慣、風習が違っていても、人
の気持ちはどこでも同じです。心が通じるから頑張れるんですよ。」と
美栄さんは言います。
美栄さんのこれからの目標は、日本語の勉強はもちろんのこと、今

携わっている仕事を一生懸命頑張って、いつかはＩＴに従事している
企業に勤めること。夫・義和さんもそんな自分を十分に理解し、影か
ら支えてくれていると美栄さんは話します。「とてもやさしくて親切
で親孝行です。あまり口にはしないけど気持ちが伝わるんですよ。」と
笑みを浮かべながら恥ずかしそうに話されていました。

第55回

【
リ
ハ
ビ
リ
く
ら
ぶ
（
旧
機
能
訓
練
教
室
）】

★
日
　
時：

10
月
19
日
（
水
）

11
月
２
日
（
水
）

14
時
〜
15
時
30
分

場
　
所：

村
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
お
料
理
教
室
】

★
日
　
時：

10
月
21
日
（
金
）

10
時
〜
13
時

場
　
所：

村
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容：

家
庭
で
で
き
る
薬
膳
料
理

講
　
師：

御
薬
園
　
調
理
担
当
者

持
ち
物：

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
お
手

拭
き
・
筆
記
用
具

参
加
費
（
材
料
代
）：

１
人
３
０
０
円

【
な
が
い
き
く
ら
ぶ
】

★
日
　
時：

10
月
31
日
（
月
）

10
時
30
分
〜
14
時

場
　
所：

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯

講
　
師：

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

会
津
温
泉
病
院
理
学
療
法
士

長
谷
川
秀
一
氏

内
　
容：

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め

の
体
操

持
ち
物：

入
館
料
１
０
０
円

タ
オ
ル

お
弁
当
代
５
０
０
円
（
希
望

者
の
み
）

【
み
ん
な
の
保
健
室
】

★
日
　
時：

11
月
４
日（
金
）・
８
日（
火
）

10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所：

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯

内
　
容：

血
圧
測
定
、
骨
量
測
定
、
体

脂
肪
測
定
な
ど

【
こ
ど
も
ラ
ン
ド
】

★
日
　
時：

11
月
17
日
（
木
）

10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所：

村
保
健
セ
ン
タ
ー

EVENTENT

VENVEN

T

VENTVE

VENTEVE

～人情や気持ちはみんな同じ～
小椋　美栄さん（金山）

内
　
容：

親
子
遊
び
、
お
や
つ
の
紹
介

と
試
食
、
育
児
相
談
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

【
食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会
】

★
日
　
時：

11
月
17
日
（
木
）
10
時
〜

場
　
所：

村
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容：

〈
午
前
〉
メ
ニ
ュ
ー
「
フ
レ

ン
チ
車
麩
」

〈
午
後
〉
ヘ
ル
シ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー
21
事
業
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
、
等

【
性
・
い
の
ち
・
心
豊
か
に

思
春
期
教
育
セ
ミ
ナ
ー
】

主
　
催：

福
島
県
教
育
委
員
会
・

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

★
日
　
時：

10
月
22
日
（
土
）
13
時
〜

場
　
所：

会
津
風
雅
堂

基
調
講
演

「
性
・
い
の
ち
」
に
つ
い
て
教
え
導
く
た
め
に

一
橋
大
・
津
田
塾
大
・

東
京
女
子
大
講
師
　
　
　
村
瀬
幸
浩
氏

講
　
　
話

「
診
療
の
現
場
か
ら
見
た
思
春
期
の
性

の
現
状
と
課
題
」

ゆ
う
ゆ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

鳴
瀬
夕
子
氏

対
象
者：

思
春
期
の
子
ど
も
を
も
つ

親
・
一
般

▲「いらっしゃいませ～！」
今日も笑顔でお出迎えです！


